


































































































なんで､この研究会に､流体乱流があるの? という疑問に答えるべく努力 した｡ 乱流は ｢渦
糸｣という単純な要素がBiot-Savier別で相互作用 しつつ運動 して何等かの空間的 ･時間的秩
序を作り上げるモデル､という見方ができることを示 した｡更に､非圧縮性流体の運動方程式
は渦度方程式 という移流項付き拡散方程式もどきで表せることと､格子モデルを構成すると何
時か何処かでみたような形のモデルになることも示 した｡
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